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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG１-1. 「新たな標準仕様検討WG」の検討経緯

◆推進体制
自動車整備技術の高度化検討会

新たな標準仕様検討WG 高度診断教育WG

＜検討団体＞
国土交通省
日本自動車機械器具工業会（事務局）
日本自動車工業会
日本自動車整備振興会連合会

＜検討項目＞

１．整備事業者におけるニーズの確認
２．安全OBD定義
３．対象車種
４．提供範囲
５．価格
６．法令等の改正
７．提供方法
８．提供時期

◆検討項目とWG経緯

＜WGの経緯＞

10月16日 『第１回』標準仕様検討WG

11月16日 『第２回』標準仕様検討WG

12月14日 『第3回』標準仕様検討WG

01月29日 『第4回』標準仕様検討WG
・事業者アンケートの分析
・新たな標準仕様案の審議

03月15日 『第5回』標準仕様検討WG
・新たな『標準仕様機』の行程案作成

技術面等の検討作業を『サブWG』を設置して推進
2回/月の頻度

義務づけられたもの、普及が進んでいるもの等、標準仕様汎用スキャンツールの対象装置の検討

◆H27年度の主たる検討課題

第10回
高度化検討会
で報告済

本日、報告
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG１-2．検討日程

主な検討項目 ９月 １０月 １１月 １２月 H28/１月 ３月

検討会 ９回
(25日)

１０回
(12日)

11回
（23日）

標準仕様検討WG １回
(16日)

２回
(16日)

３回
(14日)

４回
(29日)

５回
(15日)

１．整備事業者ﾆｰｽﾞの確認（ｱﾝｹｰﾄ）
前回（H23)との比較と未導入理由

調査表 実施 集計 報告済
ﾆｰｽﾞ
分析

２．市場の実態調査 調査 まとめ 報告済

３．スキャンツール対応内容の検討

（１）領域の定義 決定 報告済

（２）対象車種 決定 報告済

（３）提供範囲 検討 検討 検討 候補 案 まとめ

（４）価格 JAMTA 補助事業 まとめ 報告済

（５）提供方法 検討 報告済

（６）提供時期 検討 検討 まとめ

４．海外（欧米）動向の調査 調査 中間報 まとめ 報告済

５．前回（H23）ｱﾝｹｰﾄ指摘の対応状況 検討 中間報 報告済

６．スキャンツールが無いと何割整備
できないか整理して情報発信

宿題 まとめ

７．将来拡張を考慮した、ハードと
ソフトのあり方の整理

未検討
来年度
持越し

必要な整備調査
検討

報
告
書
作
成

中
間
報
告
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG２-1．WGでの検討領域（レビュー）

（１） 今回の検討会での領域定義

①安全関連の車載制御系システムとして、走行安全（走る、止まる、曲がる）、および乗員・歩行者保
護・事故回避等の、車載電子制御装置（ECU）のオフボード診断機能で提供される範囲を対象とする。

②現在および、将来搭載される車載電子制御装置に係る『オフボード診断機能』に対して、
標準仕様スキャンツールの開発に必要な情報提供のガイドラインを検討する。

③車両に搭載される安全関連の制御系のオンボード診断システム（安全OBD＝安全関連のOBDシス
テム）自体に係わる検討は、本WGの対象外。

（２） 対象車種

道路運送車両法でいう登録車種の内、以下の車種を対象とする。
① 普通・小型・軽自動車（3.5t以下の車両）

② 重量車（大型トラック等、3.5tを超えるもの）

二輪車については、GTRによるOBDの規格化中であり、現段階では本WGの対象外とする。

（３） 現在のスキャンツール開発情報の提供方法

現標準仕様範囲においては、告示および工業会間の調整に基づき、以下の情報提供のスキームと
なっている。

自動車メーカ 自機工 ツールメーカ
配布委託

情報提供契約
(有料）
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG

市場要望・装着率・保安/技術基準を踏まえ、
諸外国の情報提供の状況も加味して、
「新たな標準仕様」を検討。

⇒整備実態に合った標準仕様機の定義
⇒自動車メーカからの情報提供ガイドラインの策定

２-2 ．標準仕様範囲の決め方（レビュー）

アンケート結果

ﾂｰﾙﾒｰｶへの要望

保安/技術基準

装着率

諸外国の状況
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG３-1．アンケート分析＜多機能機使用時、困った作業＞

専用機保有

多機能機保有
少機能機保有

84.0%4.3%
4.9%

1.2%

4.9%
0.6%

306工場
93.9%9.8%

6.7%

『一般向けアンケート』より（スキャンツール保有している整備工場を抽出）

11%

3%

6%

7%

9%

14%

19%

1%

4%

6%

6%

5%

6%

4%

2%

5%

3%

6%

3%

6%

6%

0% 10% 20% 30% 40%

その他

EPS

シャシ系

ESC

ボデー系

ASV系

HV

困り１ 困り２ 困り３ 困り４ 困り５ 困り６ 困り７

追加候補

既標準仕様

凡例

使用中の多機能機で困った作業対象は、HV・ASV・ボディー系の順

分類 件数 対象システム 機能面

全般 18

・ボデー系[イモビ（3）、ｵｰﾄA/C(1)]
・E/G系[DPF(1)]
・ABS(1)
・未対応のシステムの診断・修復（6）

・アクティブテスト（2）
・専用機でないとできない作業（2）
・コーディング（1）
・CAN通信（１）

輸入車 9 未対応の車両（8） ・コーディング（1）

大型車 5
未対応の車両（1）
・T/M（1）
・HAS付ﾌﾞﾚｰｷｴｱ抜き（1）

・アクティブテスト（1）
・データモニタ（1）

「その他」を一番困った作業と回答

黒字：現標準仕様
赤字：標準仕様外
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG３-2．アンケート分析《多機能機に追加要望の高いｼｽﾃﾑ》

追加要望の高いシステムは、HV・ASV・ボディー系の順

「その他」を優先１と回答

専用機保有

多機能機保有
少機能機保有

86.2%4.2%
2.5%

1.1%

5.6%
0.4%

273工場
96.5%7.1%

7.1%

『応用アンケート』より（スキャンツール保有している整備工場を抽出）

7%

3%

4%

4%

8%

14%

54%

3%

7%

7%

11%

19%

22%

7%

1%

8%

16%

19%

12%

12%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

シャシ系

EPS

ESC

ボデー系

ASV系

HV

優先１ 優先２ 優先３ 優先４ 優先５ 優先６ 優先７

追加候補

既標準仕様

凡例

分類 件数 対象システム 機能面

全般 12

・ﾎﾞﾃﾞｰ系[ｲﾓﾋﾞ登録（3）、ｵｰﾄA/C（2）]
・E/G系[DPF(1)]
・ｴｱﾊﾞｯｸﾞ（1）
・全メーカ対応（1）

・ボデー系LIN接続システムのDTC（1）
・バッテリ取外時の作業サポート（1）
・専用機でしか読取れないDTC（1）
・リプロ（１）

大型車 11

・E/G系[INJ登録（2）、尿素（2）、DPF(1)、
S/P機差学習（1）]

・ﾊﾟﾜﾄﾚ系[ESスタート（１）、プロシフト（１）]
・全メーカ対応（2）

黒字：現標準仕様
赤字：標準仕様外
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG３-3．アンケート分析＜ｽｷｬﾝﾂｰﾙの活用状況＞

機能名

活用頻度（◎：多、○：中、△：少）

主な用途
軽整備 点検

故障
診断

修復

基
本

ＤＴＣ読取・消去 ◎ ◎ ◎ ◎ 車両の故障の有無確認、故障系統の調査

作業サポート ◎ ○ ◎ ◎ 部品交換後の学習値の初期化や補正

拡
張

データモニタ ○ ○ ◎ ○ 故障部品の究明、高度な故障診断対応

フリーズ
フレーム読取

△ ○ ◎ △ ＤＴＣ発生原因の究明

アクティブテスト △ ○ ○ ○ 電気系、機械系故障の切り分け

《参考》

基本機能は活用されている
特にDTCは事業場の８割を超える

拡張機能を活用している
事業場は３５％以下

基本機能は優先的に対応すべき
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG４-1 ．新たな標準仕様①《3.5ｔ以下の提供範囲》

現状の乗用車系（３．５ｔ以下）の提供範囲

対応システム

機 能

パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ン

Ａ
Ｔ
／
Ｃ
Ｖ
Ｔ

Ａ
Ｂ
Ｓ
／
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｒ
Ｓ
エ
ア
バ
ッ
グ

Ｅ
Ｐ
Ｓ

今
後
拡
充
す
る
シ
ス
テ
ム

排
気
に
係
る
装
置

以
外

基本
機能

DTC読取・消去 ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○ ○

作業サポート ◎ △ ◎ ○ ○ ○ △

拡張
機能

データモニタ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○ △

FFデータ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○ △

アクティブテスト ◎ △ ◎ ◎ ― ○ △

◎ 第一段階の標準仕様（2010年度）

第二段階の標準仕様に新たに追加される機能
（2013年度後半以降）

第三段階の標準仕様に新たに追加される機能
（装着率等を考慮して、標準仕様を順次拡充）
車両対応なし

○

△

―

《ツールメーカに寄せらたカバレッジ要望（Ｎ=383）》

119 

46 36 
21 

3 

79 

25 
6 7 

41 

0%
20%
40%
60%
80%
100%

0

50

100

150
件数
累計％

標準仕様内（59％） 標準仕様外（41％）

★：整備事業場要望のﾄｯﾌﾟ3（ｱﾝｹｰﾄ結果）

★ ★ ★

１．市場要望の高いシステムに対応
２．保安/技術基準への適合に必要な整備

拡充するシステムの選定

ｼｽﾃﾑ １ ２ 選定の理由

ＡＳＶ ○ ○ 装着率の高いシステムから順次

ＩＳＳ ○ ○ 排気に係る付帯装置

ＨＶ ○ △ 装着率・市場要望共に高い

ｴｱｺﾝ ○ ○ ﾃﾞﾌﾛｽﾀ機能は安全機能

その他 △ ○ ｼｬｼ系、ﾎﾞﾃﾞｰ系も拡充
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG

パワートレイン ASV（装着率高い順） ボディ系 シャシ系

診断対象
システム

ツール機能

○ : 整備書記載
の機能に対応

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
・排
気
ガ
ス
抑
制

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ
プ
制
御
関
連
等
の
付
帯
シ
ス
テ
ム

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（電
動
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
）

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

エ
ア
バ
ッ
グ

Ｅ
Ｐ
Ｓ

Ａ
Ｂ
Ｓ
・Ｅ
Ｓ
Ｃ
・ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
制
御
付
き
含
む

Ｅ
Ｓ
Ｓ(

緊
急
制
動
表
示
装
置
）

前
方
セ
ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

（
レ
ー
ダ
･
カ
メ
ラ
）

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

低
速
域
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

A
C
C
（
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

L
D
W
Sｰ

L
K
S
（
車
線
逸
脱
警
報
防
止
装
置
）

自
動
ハ
イ
ビ
ー
ム

Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（タ
イ
ヤ
空
気
圧
監
視
シ
ス
テ
ム
）

オ
ー
ト
レ
ベ
リ
ン
グ
･
可
変
配
光

（
A
F
S
･
A
D
B
）

オ
ー
ト
エ
ア
コ
ン

ボ
デ
ィ
系

そ
の
他

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

(

eｰ

４
W
S
/
４
W
A
S
/
R
A
S
）

シ
ャ
シ
系

そ
の
他

基
本
機
能

ダイアグコード
読取・消去

○ ○
※1

○
※1

○ ○ ○ ○ ○
※1

○ ○ ○

※2

○

※2

作業サポート ○ ○
※1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※2拡
張
機
能

データモニタ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※2フリーズフレーム
データ読取

○ ※2 ○ ○ ○ ○ ○
○
※1

○ ○

アクティブテスト ○ ※2 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

情報提供時期： ○※1 16年度ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ ○ 17年度末

４-2．新たな標準仕様と情報提供時期（案）《3.5ｔ以下》

16年度末○ ○ 18年度末以降

※2 診断の対象と機能の
調査･検討必要
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG

対象システム
《3.5ｔ以下》

対象車両 ツールメーカのサポートセンターに寄せられた
主な対応要求内容

優先
順位

標準仕様ツールの
リリース時期（案）件数 ％

（現
）標
準
仕
様

エンジン
ガソリン/LPG 63 14% J-OBD2以外の項目、ｱｲﾄﾞﾙ学習、ｵｲﾙ交換時のﾒﾝﾃﾗﾝﾌﾟ消灯 1 16年度

ディーゼル 27 6% ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ項目少ない、INJ登録、微少Q学習、DPF強制再生 2 17年度

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ（AT/CVT/MT) 43 10% ﾌﾙｰﾄﾞ交換（劣化判定、エア抜き、温度測定）、Gｾﾝｻ初期化 1

16年度
ABS/ESC 36 8% ﾌﾙｰﾄﾞ交換時エア抜き、ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾞｰｽﾀｴｱ抜き、ﾒﾝﾃﾗﾝﾌﾟ消灯 1

エアバッグ 21 5% DTC消去、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ（ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ警告灯・警告音消去） 1

EPS（順次） 3 1% ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｾﾝｻ初期化 1

アイドルストップ用付帯システム 25 6% ﾊﾞｯﾃﾘ交換時初期化、ｽﾀｰﾀ交換時初期化 2 17年度

HV/EV 6 1% ﾒｲﾝﾊﾞｯﾃﾘ点検 2
17年度
（16年度にFS実施）

ASV

自動ブレーキ/ACC 56 13% 点検、診断、エーミング 2

LDWS・ふらつき防止 8 2% 点検、診断、エーミング 2

TPMS 4 1% タイヤID登録 3
18年度

AHS/オートレベリング 2 0% 点検、初期化 3

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｿﾅｰ 4 1% 点検、距離設定 4

19年度以降
（装着率を考慮）

パーキングアシスト 2 0% 点検、初期化 4

ポップアップフード 1 0% 診断 4

サス（e-4WS/4WAS/RAS） 1 0% 診断 4

ESスタート 0 0% 診断 4

車種対応要望 95 21% DTC一括チェック 2
対象システム範囲の
整合必要

オートエアコン 7 2% 強制駆動（ｴｱﾐｯｸｽﾀﾞﾝﾊﾟ、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ）、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ（外部換気） 3 18年度（対応機能範
囲の検討必要）その他システム、機能強化 21 5% ボデー系カスタマイズ、ドア・シート系対応、シャシ系サス 3

イモビ/VAS 17 4% ｲﾓﾋﾞ点検、キー登録、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ（ｷｰﾚｽ作動音） 5 更なる検討要

合計 442 100%

４-3．ツールの対応時期(案）《3.5t以下》 11/18



第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG５-1 ．新たな標準仕様②《3.5ｔ超の提供範囲》

《ツールメーカに寄せらた要望（Ｎ=５７）》

１．市場要望の高い『ﾎﾟｽﾄ新長期対応』
２．乗用車の標準仕様に近づけていく

まずは、エンジン系の完全サポート

拡充するシステムの考え方

現状の大型車系（３．５ｔ超）の提供範囲

対応システム

機 能

パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ン

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

Ａ
Ｂ
Ｓ
／
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｒ
Ｓ
エ
ア
バ
ッ
グ

今
後
拡
充
す
る
シ
ス
テ
ム

排
気
に
係
る
装
置

以
外

基本
機能

DTC読取・消去 ○ △ △ △ △ △

作業サポート ★

拡張
機能

データモニタ ★

FFデータ ★

アクティブテスト ★ ―

○ 従来からの提供範囲

情報提供指針により新たに提供された範囲
（2014年以降）

自工会ー自機工にて追加検討

車両対応なし

★

△

―

63

%

37

%
システム拡充

対象車両拡充（ｼｽﾃﾑ指定なし）

Ｎ＝
５７

ｼｽﾃﾑ（件） 要望

ｴﾝｼﾞﾝ
（29）

ＩＮＪ登録、S/P機差学習、
尿素、DPF強制再生
ﾎﾟｽﾄ新長期

ﾄﾗﾝｽ
ﾐｯｼｮﾝ（3）

M/Tｸﾗｯﾁ、E/Sｽﾀｰﾄ
ｽﾑｰｻ

その他（3） イモビ登録、ABS

赤：作業ｻﾎﾟｰﾄ
青：ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ

事業場ｱﾝｹｰﾄも同様な傾向未提供
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新たな標準仕様検討WG

パワートレイン ASV（装着率高い順） ボディ系 シャシ系

診断対象
システム

ツール機能

○ : 整備書記載
の機能に対応

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

排
気
ガ
ス
抑
制

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ
プ
制
御
関
連
等
の
付
帯
シ
ス
テ
ム

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（電
動
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
）

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

エ
ア
バ
ッ
グ

Ｅ
Ｐ
Ｓ

Ａ
Ｂ
Ｓ
・Ｅ
Ｓ
Ｃ
・ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
制
御
付
き
含
む

Ｅ
Ｓ
Ｓ(

緊
急
制
動
表
示
装
置
）

前
方
セ
ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

（
レ
ー
ダ
・
カ
メ
ラ
）

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

低
速
域
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

A
C
C
（
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

L
D
W
Sｰ

L
K
S
（
車
線
逸
脱
警
報
防
止
装
置
）

Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（タ
イ
ヤ
空
気
圧
監
視
シ
ス
テ
ム
）

Ｅ
Ｓ
ス
タ
ー
ト

オ
ー
ト
エ
ア
コ
ン

ボ
デ
ィ
系

そ
の
他

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

シ
ャ
シ
系

そ
の
他

新
長
期

ポ
ス
ト
新
長
期

基
本
機
能

ダイアグコード
読取・消去

○ ○

※1 ※1

○ ○ ― ○

※1

※1 ※1 ※1 ※1

作業サポート ○ ○
※1

○ ○ ― ○

拡
張
機
能

データモニタ ○ ○ ○ ○ ― ○

フリーズフレーム
データ読取

○ ○ ○ ○ ― ○

アクティブテスト ○ ○ ○ ― ― ○

16年度末情報提供時期： ○ 17年度末

５-2．新たな標準仕様と情報提供時期（案）《3.5ｔ超》

○ 検討中 ※1 診断の対象と機能の
調査･検討必要

未定
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新たな標準仕様検討WG

対象システム
《3.5ｔ超》

対象車両 ツールメーカのサポートセンターに寄せられた
主な対応要求内容

優先
順位

標準仕様ツールの
リリース時期（案）件数 ％

（現
）標
準
仕
様

エンジン
ガソリン/LPG 0 0% J-OBD2以外の項目、ｱｲﾄﾞﾙ学習、ｵｲﾙ交換時のﾒﾝﾃﾗﾝﾌﾟ消灯 － 予定なし

ディーゼル 29 51% ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ項目少ない、INJ登録、微少Q学習、DPF強制再生 ２ １７年度

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ（AT/CVT/MT) 3 5% ﾌﾙｰﾄﾞ交換（劣化判定、エア抜き、温度測定）、Gｾﾝｻ初期化 ３

１８年度ABS/ESC 0 0% ﾌﾙｰﾄﾞ交換時エア抜き、ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾞｰｽﾀｴｱ抜き、ﾒﾝﾃﾗﾝﾌﾟ消灯 ３

エアバッグ 0 0% DTC消去、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ（ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ警告灯・警告音消去） ３

EPS（順次） 0 0% ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｾﾝｻ初期化 － 未定

アイドルストップ用付帯システム 0 0% ﾊﾞｯﾃﾘ交換時初期化、ｽﾀｰﾀ交換時初期化 ４

検討中
HV/EV 0 0% ﾒｲﾝﾊﾞｯﾃﾘ点検 ４

ASV

自動ブレーキ/ACC 0 0% 点検、診断、エーミング ４

LDWS・ふらつき防止 0 0% 点検、診断、エーミング ４

TPMS 0 0% タイヤID登録 －

未定

AHS/オートレベリング 0 0% 点検、初期化 －

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｿﾅｰ 0 0% 点検、距離設定 －

パーキングアシスト 0 0% 点検、初期化 －

ポップアップフード 0 0% 診断 －

e-4WS/４WAS/RAS 0 0% 診断 －

ESスタート 1 2% 診断 ４ 検討中

車種対応要望 21 37% DTC一括チェック ３
対象システムの整合
必要

オートエアコン 0 0% 強制駆動（ｴｱﾐｯｸｽﾀﾞﾝﾊﾟ、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ）、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ（外部換気） ４ 検討中

その他システム、機能強化 2 4% ボデー系カスタマイズ、ドア・シート系対応、シャシ系サス － 未定

イモビ/VAS 1 2% ｲﾓﾋﾞ点検、キー登録、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ（ｷｰﾚｽ作動音） ５ 更なる検討要

合計 57 100%

５-3．ツールの対応時期（案）《3.5t超》 14/18



第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG６．前回検討会での主な指摘事項とその対応

欧米は、情報提供範囲は「全システム」
となっているが、その実態は？

⇒欧州は情報料が高く、契約せず
リバースで対応するメーカが多い

⇒米国は情報は提供しているが、
全ての情報がスキャンツールに
組み入れられているとは言えない

次年度に実態調査を実施

これらシステムを標準仕様に追加すると、
どれだけ苦情が減るのか？
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第11回高度化検討会資料
新たな標準仕様検討WG７．まとめ

（１） 市場からの要望が強いシステムおよび、今後装着率が高まるシステムについて
「新たな標準仕様（案）」を策定した。

（２）H28年度の活動（予定）
・新たな標準仕様案について、故障診断や修理調整に係るフィージビリティスタディを実施
・欧米状況の実態調査

16/18

《新たな標準仕様の制約事項》
（１） ASVやHV整備では、ｽｷｬﾝﾂｰﾙ

以上の設備が必要。
（２） 整備品質だけでなく、作業者の

安全確保が必要。

《新たな標準仕様STの活用に向けて》
（１） 整備工場の投資対効果の検討
（２） 教育体制の検討
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新たな標準仕様検討WG 17/18【参考1】衝突軽減ﾌﾞﾚｰｷに関する必要機器の一例

機能 機構
必要機器

作業環境
ST要否 一般機器 専用工具 価格

低速域衝突
被害軽減
ﾌﾞﾚｰｷ

ﾚｰｻﾞｰ
ﾚｰﾀﾟ

○ 巻尺、スケール
専用ターゲット
専用スタンド

0～
5万円

検査車両の前端から2～5m位置に
ターゲット又は車両を設置

カメラ
○ 巻尺、スケール

専用ターゲット
専用スタンド

0～
5万円

検査車両の前端から2～5m位置に
ターゲットを設置

衝突被害
軽減ﾌﾞﾚｰｷ

ｶﾒﾗ
○

巻尺、スケール
重りを付けた糸

ヘッドライトテスタ

専用ターゲット
専用スタンド

0～
10万円

ターゲット パターン面とエイミング実
施車両（前輪のハブ中心から）に所
定の距離が得られる場所（1～5m）

ターゲットの背後に明るいもの（日光、
窓、照明、反射物など）やターゲット
パターンに類似する模様のものがな
いこと

ﾚｰｻﾞｰ
ﾚｰﾀﾞ

○
水準器、巻尺、
重りを付けた糸

専用ターゲット
専用スタンド

10～
20万円

車両前方3～12m確保できる平坦な
場所に車両を設置

ﾐﾘ波
ﾚｰﾀﾞ

○
水準器、巻尺、
重りを付けた糸

専用ターゲット
専用スタンド

10～
20万円

車両前方8～10mを確保できる平坦
な場所に車両を設置

資料提供：自工会
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新たな標準仕様検討WG

（１）点検時の注意 ：
・特別教育受講義務、労働安全衛生法第59条並びに労働安全衛生規則第36条による
・高電圧回路（オレンジ色） ・感電防止措置 ・絶縁手袋の着用 など
また、ハイブリッドコントロール、ハイブリッドバッテリー、インバーターなど
各修理項目の最初にも注意書き有

（２）事故現場での事故車両の処理時、補修時の注意：
・保護具（絶縁手袋、保護メガネ） ・ホウ酸水 ・赤色リトマス試験紙 の準備
・高電圧の遮断 など

（３）一般工具 ： 絶縁工具セット 10万～20万円
エレキテスタ―、AC/DC（400A）プローブセット
メガオームテスタ、ミリオームテスタ など

（４）専用工具 ： スキャンツール
HVチャージャ（HVバッテリ充電用、HVバッテリ系ダイアグ検出時の
故障診断の一部に使用、約50万円） など

（５）HVバッテリ処理時の注意 ：
・適切に処理されずにHVバッテリが投棄または放置された場合、感電事故が発生
する場合がある。HVバッテリは販売店を通じて必ず回収を行う。

【参考2】HV車の修理書記載事項

資料提供：自工会
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